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一 ひとりでねる。 ひとりでおきる。
３かつづけて、あさの
ラジオたいそうをす
る。

じぶんのふくをたた
む。

１から１００までかぞえ
る。

１から１００００までか
ぞえる。

さかだちをする。
１０ぷんかん、いえのな
かをあるきつづける。

たまごをじょうずにわ
る。

めだまやきをつくる。

二 みそしるをつくる。 あさごはんをつくる。 ひるごはんをつくる。 ばんごはんをつくる。
さかなを３まいにおろ
す。

りんごのかわをきらな
いようにむく。

→そのながさをはかっ
てみる。
きろく（　　　 　　）セン
チメートル

じぶんのとくぎをみつ
ける。

たいようがしずむとこ
ろをみる。

さっかになって、おは
なしをつくる。

三
２じゅうとびをれんぞ
く３かいとぶ。

かぞくのみんなをわら
わせる。（１かいめ）

かぞくのみんなをわら
わせる。（２かいめ）

じぶんでうた（きょく）
をつくる。

すきなうた（きょく）に
あわせて、ダンスをお
どる。

トイレそうじをする。 おとなになってみる。 せいざをさがす。
いえからがっこうまで
のちずをかく。

３ぷんかん、なわとび
をつづける。

四
こちょこちょを１０びょ
うがまんする。

おふろをあらう。
１にち、テレビをみな
い。

かぞくに、ほんをよん
であげる。

こくごのきょうかしょ
のおはなしをぜんぶお
ぼえる（ひとつ）。

おもちゃをつくる。
１にちのことをしんぶ
んにまとめる。

ちょうど１キログラムの
いしをみつける。

かぞくに「ありがとう」
といわれる。（１かい
め）

かぞくに「ありがとう」
といわれる。（２かい
め）

五
うたをおおきなこえで
うたう。

タイムカプセルをつ
くってうめる。

まばたきをなんびょう
がまんできるかやって
みる。
→きろく（　　　）びょう

へやのおおそうじをす
る。

おかしをつくる。
たいせつなひとに、て
がみをかく。

つきをじっくりみる。
たいようがのぼるとこ
ろをみる。

くもにのったゆめをみ
る。

きれいなはなのしゃし
んをとる。

六 むしをつかまえる。
おりがみでつるをお
る。

ぞうきんをぬう。 じぶんのかおをかく。 かぞくのかおをかく。
きらいなものを３くち
たべる。

はみがきを5ふんやっ
てみる。

ほんを１さつよむ。
→よんだことをえにか
いてみる。

１ぷんかん、わらいつづ
ける。

七
１メートルのあなをほ
る（あとはちゃんとう
めてね）。

うちゅうじんにあう。
かぞくに「すごい」とい
われる。

ごくらくじやまと、ふじ
さんのたかさをしらべ
る。

ちょうど１ぷんかん、め
をとじる。

しょっきをあらう。
おこめをといで、ごは
んをたく。

おにぎりをつくる。
３ぷんかん、かたあし
でたちつづける。

ふくにアイロンをかけ
る。

八 わらいながらおこる。
おもしろいくものしゃ
しんをとる。

リフティングをれんぞ
く３かいする。

カレーをつくる。
いってみたいところの
リストをつくる（いきた
いりゆうもかく）。

おしばなをつくる。
はなをそだてる。（はな
のたねをうえる）。

らくごをきく。
ちょうのうりょくをみ
につける。

みやぞのしょうの「マス
コット」をかんがえる。

九
えんぴつだけできれい
なまるをかく。

でんたくをつかって１
から１００までたしてみ
る。
→こたえ（ 　　　　）

かぞくに「ありがとう」
といわれる。（３かい
め）

げんかんのそうじをす
る。

たんにんのせんせいの
かおをおもいだしてか
く。

ゆうめいじんのものま
ねをマスターする（３に
ん）。

いとでんわをつくる。
1000ねんまえのひと
がたべていたものをし
らべる。

いちばんあかるいほし
をさがす。

じぶんでがっきをつく
る。

十

校長先生（こううちょうせんせい）からの１００の挑戦状（ちょうせんじょう）
●これは、こうちょうせんせいから、みやぞのしょうのみなさんへの１００のちょうせんじょうです（しゅくだいではありません）。
●じぶんのペースで、できそうなものからチャレンジしてみよう。おうちのひとといっしょにするのもいいかも。
●いちばんしたの１０こは、じぶんでかんがえて、チャレンジしてみよう。


